
よりフレキシブルな受験が可能に！ 

＜USCPA試験＞通年受験制度（Continuous Testing）2020年 7月スタート！ 

 

2020年 7月より USCPA 試験に通年受験制度（Continuous Testing）が導入され、これまで以上に学習

の進捗に合わせてよりフレキシブルな受験ができるようになりました。 

 

TACの推奨州であるアラスカ州、モンタナ州、ワシントン州、グアムすべてで、この通年受験制度 Continuous 

Testingが適用されています。 

 

＜従来の受験制度＞（2020年6月まで）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

＜通年受験制度（Continuous Testing)＞　2020年7月スタート

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

通年で受験可能

各期各科目1回受験可能 各期各科目1回受験可能 各期各科目1回受験可能 各期各科目1回受験可能

 

 

 

_ポイント 1  「各科目各期 1回、年間最大 4回」の制約なし 

これまでは 1年を 3ヵ月毎の 4つの期（1~3月、4~6月、7~9月、10~11月）に分け、USCPA試験全 4

科目について、各科目各期 1回、年間最大で 4回受験ができましたが、この「期」の設定がなくなり、す

べての科目が回数の制約なく通年で受験ができるようになりました。* 

＊実際には下記 3のとおり不合格科目は結果発表後に再受験を申し込んで受験する必要があり、結果発表前に申込むこと

ができないので年間で可能な受験回数は各科目 5~6回程度になると思われます。 

 

_ポイント 2  ３の倍数月も 1日から月末まで受験できる 

従来は３の倍数月以外の月は 1日~月末まで、3の倍数月（3・6・9・12月）は従来 1~10日の間で試験

が実施されていましたが、３の倍数月も含め、すべての月で 1 日から月末まで受験できるようになりました。 

 

_ポイント 3  不合格科目は結果発表後すぐに再受験の申込をして受験することができる 

不合格になってしまった科目の再受験は従来翌期以降でなければできませんでしたが、結果が出次第再

受験の申込ができるようになりました。 

通常受験結果は受験後 1か月程度、再受験の受験票は申込後 1週間程度で届きます。 
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